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　住民税の定額減税※を実施するにあたり、シス
テム改修に要する費用を追加しました。

※税制改正により納税者及び配偶者を含めた扶養親族一人につき、令和６年度分
の所得税で３万円、個人住民税で１万円の減税を行うこととされました。

●定額減税対応システム改修業務委託料
　323万９千円を増額

　住民税均等割のみ課税されている世帯に対して
１世帯10万円、また住民税非課税世帯及び住民税
均等割のみ課税されている世帯に対し、対象児童
一人あたり５万円を給付する事業に要する費用を
追加しました。

●生活支援給付金給付事業
　9,142万４千円を増額

　積雪による除雪作業の実施にあたり、除雪業務
委託に要する費用を追加しました。

●除雪業務委託料
　3,600万円の増額

　令和５年度末をもって新型コロナウイルスワク
チンの特例臨時接種事業が終了することから、事
業に要する経費を減額しました。

●新型コロナウイルスワクチン接種事業
　3,706万２千円の減額
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５
日
か
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22
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ま
で
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会
期
18
日
間
で
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第１回
定例会
第１回
定例会　本定例会では、令和５年度一般会計補正予算が会期中に２件上程・審議さ

れました。歳出予算の主な内容は、以下のとおりです。

令和５年度垂井町一般会計補正予算
歳入歳出予算の総額 115億1,170万６千円

令和６年「年初第１回」の町議会開会に寄せて

垂
井
町
議
会
議
長
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史

　
平
素
よ
り
、
町
議
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に
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し
、

ご
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解
と
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り
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感
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ま
す
。

　
ま
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に
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。

　
さ
て
、
３
月
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例
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和
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度
に
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た
当
初
予
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の
審

議
・
提
案
な
ど
、
大
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要
な
定

例
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で
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り
、
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定
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か
ら
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ま
る
令
和
６
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垂
井
町
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会
に

つ
き
ま
し
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も
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引
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続
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重

審
議
と
闊
達
な
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論
を
展
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し
、

民
意
に
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政
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方
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決
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
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３月定例会の審議議案と議員の賛否については、14～15ページをご覧ください。

　長年にわたり垂井町並びに
不破郡の発展に多大な貢献を
された藤墳守氏の名誉町民の
顕彰について審議し、全会一
致で同意しました。
　藤墳氏は、垂井町行政職員
として35年、また岐阜県議会
議員として28年の長きにわた
り、大変責任あるお立場や重要な役割を務めてこ
られました。その豊富なご経験と卓越した識見を
もって、産業振興や地域の安全安心など、多方面
にわたり多大なご尽力をいただきました。
　同日、名誉町民顕彰式が垂井ホールにて挙行さ
れ、早野町長から名誉町民章が贈呈されました。

名誉町民の顕彰について
藤墳守氏に名誉町民の
称号を贈呈

　第９期垂井町介護保険事業計画の策定に伴い、
第１号被保険者に係る介護保険料が改定されるこ
とから、議会において当該条例の一部改正につい
て審議し、可決しました。
　介護保険事業計画は３年ごとに定めることとさ
れており、令和６年度から令和８年度までの３か
年の第１号被保険者の保険料の「基準月額」は、第
８期計画（令和３年度から令和５年度まで）と同額
の6,150円に据え置かれました。一方、国基準の
所得段階が13段階へ多段階化され、高所得者の保
険割合の引き上げや低所得者の保険割合の引き下
げを受け、国基準に合わせるため、本町で定める
所得段階を12段階から13段階へ、また各段階ごと
の保険料額の見直しをそれぞれ行いました。

垂井町介護保険条例の一部改正について
第１号被保険者の
介護保険料を見直し

　町外事業者等を誘致するためのサテライトオフ
ィスを整備するとともに、創業における拠点やテ
レワークのためのコワーキングスペースを提供し、
特に若年者に対し活躍の場を提供するため、旧保
育園施設を改修した施設整備が計画されています。
施設整備に向けた改修工事の事業者を選定する入
札が行われ、予定価格が一定金額を超えることか
ら、議会において当該工事契約の締結について審
議し、可決しました。

●契約相手方　　株式会社タワダ

●契約金額　　　１億8,348万円

●工事完了期限　令和６年９月30日

旧東保育園ビジネス拠点改修工事請負
契約の締結について
サテライトオフィス等を
整備

　町デイサービスセンター及び町福祉事業所けや
きの家は、現在、社会福祉法人垂井町社会福祉協
議会が指定管理者として管理しており、令和６年
３月31日で５年間の指定期間が満了します。
　次期の同施設の指定管理者として、引き続き当
該協議会を指定することについて、議会において
審議し、可決しました。

●指定管理者
　社会福祉法人垂井町社会福祉協議会

●指定期間
　令和６年４月１日～令和11年３月31日

指定管理者の指定について
町社会福祉協議会を
指定管理者に指定
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今
後
、
人
口
減
少
に
よ

る
税
収
減
が
想
定
さ
れ
る

中
、
多
様
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ニ
ー
ズ
に
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き
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細
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政
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う
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歳
入
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両
面
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政
基

盤
強
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組
を

進
め
ら
れ
た
い
。

　令和６年度の一般会計、特別会計及び企業会計予算の８議案については、水野忠宗委員長ほか11名の委員
で構成する「予算審査特別委員会」を設置し、審査を付託しました。特別委員会では、３月11日～13日の３日
間にわたり審査を行い、いずれも可決すべきものと決定しました。その後、本会議で委員長報告を行い、起
立採決の結果、総員起立により委員長報告のとおり可決しました。

　令和６年度より「公共下水道事業」及び「農業集落排水事業」特別会計が廃止・統合され、「下水道事業会計」が新設されました。

令和６年度予算の詳細は、広報たるい４月号をご覧ください。

令和６年度予算額 令和５年度予算額 前年度比

○一般会計 億 万円 億 万円 △

○特別会計　合計 億 万円 億 万円 △ ％

国民健康保険 億 万円 億 万円 △ ％

公共下水道事業 円 億 万円 皆減

農業集落排水事業 円 万円 皆減

不破郡介護認定審査会 万円 万円

介護保険 億 万円 億 万円

不破郡障害者総合支援認定審査会 万円 万円

後期高齢者医療 億 万円 億 万円

○水道事業 億 万円 億 万円 △

○下水道事業 億 万円 円 皆増

億 万円 億 万円 △

会計区分

総合計

一般会計

使用料及び手数料  197,641  2.0％

その他の依存財源
254,076  2.6%

その他の自主財源  174,643  1.8％
諸収入  102,100  1.0％
繰越金  200,000  2.0％

町債
593,000
6.0％地方消費税交付金

650,000
6.6％

商工費  184,449  1.9％
農林水産業費  406,977  4.1％

公債費
618,288
6.3％

消防費  507,281  5.2％

総務費
1,195,899
12.2％

土木費
1,044,185
10.6％

民生費
3,620,905
36.8％

議会費  95,461  1.0％

その他  30,052  0.3％
労働費  2,594   0.0％

歳出歳入
（千円）（千円）

自主財源
50.0%
自主財源
50.0%

地方交付税
1,680,000
17.1％

地方交付税
1,680,000
17.1％

依存財源
50.0%

依存財源
50.0%

教育費
1,351,102
13.7％

衛生費
772,807
7.9％

町税
3,671,811
37.4％

国庫支出金
984,451
10.0％

県支出金
758,276
7.7％

繰入金
564,002
5.8％

令和６年度予算
総員起立により可決

総額183億4,968万円
（前年度比2.8％減）
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○庁舎東館改修工事基礎調査の内容
○固定資産税の評価替え時期
○子ども食堂の実施団体
○町水道事業基本計画策定の目的

○公共施設予約システムの内容
○けやきの家改修工事の内容
○今後の除雪用ホイールローダーの活用方法
○公有地化した美濃国府跡の管理方法　　など

その他の質疑

　利用料や利用時間は。
　利用料は、所得段階等により３段階を
予定している。利用時間は１回２時間以
内を１日２回までとし、年間30回以内
を予定している。

Ｑ.
Ａ.

子育て世帯訪問サポート事業※

　整備方針の検討とは、具体的にどのよ
うなことを行うのか。
　現在のクリーンセンターやごみ処理等
の実態について分析し、今後のクリーン
センターの整備方針を検討したいと考え
ている。

Ｑ.

Ａ.

クリーンセンター整備方針検討事業

　小中学校にデジタル教科書を追加導入
しているが、町独自の施策か。
　英語、数学・算数については、国から
支給されており、町独自分として小学校
に３学年２教科分、中学校に全学年２教
科分のデジタル教科書を追加導入してい
る。

Ｑ.

Ａ.

ＩＣＴ教育環境の充実

　空き地バンクに登録していただくため
の取組は。
　雑草や樹木の剪定依頼があった際の
除去依頼通知と併せて、空き地バンクに
ついても周知したいと考えている。

Ｑ.

Ａ.

空き地活用事業

　半兵衛グリーンロードの開通式はいつ
予定しているのか。
　積雪の影響により工事完了が５月末頃
になる予定であり、開通式については、
工事完了後、調整したい。

Ｑ.

Ａ.

半兵衛グリーンロード（林道明神線愛称）

※結婚して町内で新生活を始める夫婦を対象に、住
宅の取得費や家賃、引越費用等を補助する。

※妊婦中や出産後の体調不良などにより家事等を行
うことが困難な世帯等を対象にサポーターを派遣
し、子育て世帯の家事支援等を行う。

　具体的な支援内容は。
　29歳以下の夫婦に対して上限60万円、
39歳以下の夫婦に対して上限30万円を補
助している。夫婦の所得が500万円以下
といった要件もある。

Ｑ.
Ａ.

結婚新生活支援事業※

予算審査特別委員会
　予算審査特別委員会では、令和６年度一般会計予
算、各特別会計予算及び企業会計予算について、担
当所管課から令和６年度の主要事業内容などの説明
を聴取し、審査を行いました。

委員長　水野　忠宗
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　簡易水道施設（北部・栗原）を上水道に
統合する具体的な時期は。
　統合するには相川左岸高区配水池の新
設や送・配水管等の整備が必要であり、
令和６年度に策定する水道事業基本計画
策定業務の中で検討していく。

Ｑ.

Ａ.

簡易水道施設（北部・栗原）の統合

　今後の朝倉運動公園再整備に向けての
計画は。
　本年度行ったサウンディング型市場調
査※の結果をもとに、来年度、基本構想
の策定を予定している。その中で今後の
方向性について、検討・協議していきた
いと考えている。

Ｑ.

Ａ.

朝倉運動公園の再整備

　府中地区まちづくりセンターの移転に
向けた旧府中幼稚園改修工事は、いつ完
了予定か。
　現在、設計業務の段階であるため完成
期日は決まっていないが、早急に取り組
んでいく。

Ｑ.

Ａ.

旧府中幼稚園改修工事

　庁舎周辺の土地利用として、県道養老
垂井線の拡幅や右折車線の設置などにつ
いて、県に要望されているか。
　流交差点の改良及び文化会館西交差点
から尾登交差点までの４車線化要望を毎
年行っている。

Ｑ.

Ａ.

県道養老垂井線の拡幅

　消防団の組織体制を見直すため、様々
な検討が必要ではないか。
　消防団員の条例定数と加入数に大きな
乖離がある。機能別消防団員の導入など
消防団のあり方を検討する場を設ける。

Ｑ.

Ａ.

消防団組織の見直し

　垂井駅が無人化になったが、管理体制
に問題ないか。
　今後、リアルタイムの状況が分からな
いことが懸念されるため、来年度、駅周
辺施設の防犯カメラの増設や設備強化を
予定している。

Ｑ.

Ａ.

垂井駅の無人化

○名誉町民の顕彰
○垂井町合併70周年記念ロゴマーク
○平尾地区ほ場整備事業
○町営住宅の現状と課題

○能登半島地震に係る人的支援状況
○個人住民税（所得割）の定額減税の実施
○公共下水道事業ストックマネジメント計画
○府中清水地区土地区画整理事業　　など

その他の協議・報告事項

総務産業建設委員会
　総務産業建設委員会では、総務課、企画調整課、
税務課、建設課、都市計画課、産業課、上下水道課、
選挙管理委員会、監査委員及び農業委員会の担当事
業に関する内容について調査研究を行っています。

委員長　中村　ひとみ

※民間事業者から広く意見・提案を求め「対話」を
通じて市場性等を把握する調査です。
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　プログラミング教材「Root」※を使用し
た授業は年間何時間か。
　小学４～６年生が授業で使用しており、
４、５年生が年間５時間、６年生は６時
間行っている。

Ｑ.

Ａ.

プログラミング教育

　連携協定の内容は。
　垂井レイザーバックスには、スポーツ
振興や地域活性化のほか、町内外に向け
て垂井町の発信をお願いする。町として
は、町民に広く宣伝し、公共施設の利用
面などで協力する。

Ｑ.
Ａ.

垂井レイザーバックス※との連携協定

　設置場所はどこか。
　子育て推進課で児童福祉関係を担当し、
保健センターで母子保健関係を担当する。
２課にまたがる形で設置され、連携のた
め来年度予算にシステム関係経費を計上
している。

Ｑ.
Ａ.

こども家庭センターの設置

　子どもの登下校時における安全パト
ロールの「なり手」が少なくなってきてい
るが、対策はあるか。
　学校、警察、行政が連携して「ながら
見守り」を行っている。関係団体にも再
度周知し、引き続き子どもたちの安全を
見守るよう努める。

Ｑ.

Ａ.

登下校の安全パトロール

　昨今、ＩＣＴの普及により本離れが進
んでいるが、この計画を生かして町民の
方に広めていくための具体的な取組は。
　ホームページや図書館イベント、クチ
コミなどにより、計画を広めていきたい
と考えている。

Ｑ.

Ａ.

第三次子どもの読書活動推進計画

　垂井町の保険料が高い要因は。
　民間事業所に恵まれ、介護サービスを
利用しやすい環境である。そのため、介
護給付費に反映されやすく、保険料が高
い要因のひとつと考える。

Ｑ.
Ａ.

介護保険第１号被保険者保険料

○新型コロナワクチン接種
○第３期　垂井町子ども・子育て支援事業計画
○戸籍証明等の広域交付
○朝倉運動公園施設使用料（卓球使用料）の誤徴収に伴う返還状況　　など

○「育休退園」の廃止
○マイナンバーカード申請・交付状況
○文化財資料整理事業

その他の協議・報告事項

文教厚生委員会
　文教厚生委員会では、健康福祉課、子育て推進課、
住民課及び教育委員会の担当事業に関する内容につ
いて調査研究を行っています。

委員長　藤墳　理

※30種類以上の機能とセンサー、マグネット式ホワ
イトボード走行機能などが搭載されたプログラミ
ングロボットで、ユニークな学習体験を通じた論
理的思考力の向上が期待されている。

※垂井町に誕生した、３人制バスケットボールの　
プロチーム

7 たるい議会だより 2024.５

常任委員会



【政策提言と政策立案の強化】
・常任委員会における協議について
・執行部への政策提案等の向上について
・議員間討議について
【開かれた議会運営の実現】
・議会報告会・意見交換会の開催について
・住民意見の公聴について
【議員のなり手不足】
・議員のなり手不足について
・議員定数について
・議員報酬について
【議会基本条例】
・議会基本条例について
【機能強化】
・タブレットの導入について
・通年議会の導入について

提案された検討課題

議会改革特別委員会
　議会改革特別委員会は、垂井町議会の充実強化や
運営面等について、その意義や役割を踏まえ、ある
べき姿を調査研究するため、令和５年12月定例会に
て設置されました。

委員長　富田　栄次

　常任委員会の充実を図るため、特別委員会にお
いて、常任委員会における所管事項の見直しにつ
いて協議し、見直し方針が決定されました。
　これを受けて、令和６年第１回定例会において、
議会議案として当該見直しに係る条例改正議案を
上程し、可決しました。
●改正内容
　総務産業建設委員会の所管事項である「上下水
道課の所管に属する事項」を文教厚生委員会の所
管事項とするもの。
●施行期日
　令和６年４月１日

垂井町議会委員会条例の一部改正に
ついて
常任委員会の所管事項を
一部見直し

これまでの経過経緯

第１回

第２回

第３回

第４回

令和５年12月15日 正副委員長を互選し、委員会の目的や進め方等について協議、確認しま
した。

垂井町議会委員会条例の一部改正について、令和６年第１回定例会に上
程する旨、確認しました。

・委員会での検討課題の洗い出しが行われ、各議員から提案された検討課
題を分類し、「政策提言と政策立案の強化」「開かれた議会運営の実現」
を中短期的に、「議員のなり手不足」「議会基本条例」等を長期的に協
議していくことを確認しました。
・常任委員会における所管事項の見直しについて協議した結果、上下水道
課を文教厚生委員会の所管に異動する方針を決定しました。

・常任委員会における所管事項の見直しについて、執行部と協議し、方針
のとおり町議会委員会条例を見直す方向性について報告されました。
・「政策提言と政策立案の強化」を議題として、常任委員会における協議
のあり方や執行部への政策提案等の向上方法、議員間討議等について協
議しました。

令和６年２月15日

令和６年３月８日

令和６年３月21日
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町
の
考
え
を
問
う
問
う

　
一
般
質
問
の
様
子
を
よ
り
多

く
の
人
に
見
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
動
画
配
信
サ
イ
ト
「
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
で
配
信
し
て
い

ま
す
。
議
員
名
の
下
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
読
み
取
る
と
、
動
画
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町

長
ほ
か
執
行
部
に
対
し
て
、
町

政
全
般
に
わ
た
り
質
問
・
要
望

を
述
べ
る
こ
と
を
い
い
、
各
定

例
会
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
３
月
定
例
会
で
は
、
９
人
の

議
員
が
登
壇
し
町
政
課
題
へ
の

提
言
や
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
紙
面
の
都
合
上
、
質
問
と
答

弁
を
要
約
し
た
内
容
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。▲運用方針は

　こちらから

議員名

鈴木　準二

渡辺　保彦

乾　　　豊

江上　裕子

中村ひとみ

小宅　　宏

藤墳　　理

水野　忠宗

富田　栄次

○ スマートシティ・コンパクトシティについて

① 垂井町史について
② 少子化対策としての同窓会の開催支援について

① 能登半島地震を踏まえ、体育館に空調設置を！
② 申請しやすい就学援助制度を！

① ＡＥＤの使用促進について
② 学校施設の老朽化対策・防災機能強化の促進について
③ 視覚障がい者のための「音声コード」の利用促進

○ 垂井町の充実した子育て支援のマーケティング戦略
　 について

① 役場職員の消防団への入団について
② 帯状疱疹ワクチン接種の助成について

① 垂井町ＤＸ推進計画について
② 垂井町情報通信技術を活用した行政の推進等に関する条例
　 について

① 会計年度任用職員の時給について
② 町まちづくりセンターに対する認識と配置について

○ デジタル教科書と従来の紙の教科書とのあり方について

内　　　　　　容
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問　
愛
知
県
み
よ
し
市
で
は
、

会
計
年
度
任
用
職
員
一
般
事

務
職
の
時
給
を
9.5
％
引
き
上

げ
る
が
、本
町
は
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
。

町
長　
一
般
事
務
補
助
と
し

て
任
用
さ
れ
た
初
年
度
の
時

間
報
酬
額
は
、
令
和
５
年
度

と
比
較
し
て
約
7.5
％
の
引
上

げ
を
予
定
し
て
い
る
。
人
事

院
勧
告
に
準
じ
て
会
計
年
度

任
用
職
員
の
報
酬
を
決
め
、

適
正
な
見
直
し
に
努
め
て
い

る
。

問　
ど
の
よ
う
な
方
法
で
会

計
年
度
任
用
職
員
の
初
任
給

を
是
正
さ
れ
る
の
か
。

総
務
課
長　
正
規
職
員
と
同

じ
よ
う
に
人
事
院
勧
告
で
示

さ
れ
た
給
与
表
に
基
づ
き
決

め
て
お
り
、
不
均
衡
が
生
じ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
努
め

問　
町
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
に
対
す
る
認
識
と
配
置
の

考
え
方
は
。

企
画
調
整
課
長　
各
地
域
の

課
題
や
分
野
別
の
課
題
な
ど

に
対
し
て
、
住
民
や
団
体
の

み
な
さ
ん
が
主
体
的
に
取
り

組
む
た
め
に
は
、
町
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
が
相
談
と
助

言
、
情
報
収
集
と
提
供
、
人

材
育
成
な
ど
の
役
割
を
担
っ

て
い
く
こ
と
が
大
変
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
町
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
担
う

役
割
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、

誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
り
相

談
で
き
る
体
制
と
移
転
先
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問　
今
後
の
町
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
の
設
置
場
所
は
。

ワ
イ
ワ
イ
プ
ラ
ザ
垂
井
に

持
っ
て
い
く
べ
き
で
は
。

企
画
調
整
課
長　
今
し
ば
ら

く
現
在
の
垂
井
地
区
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
内
を
事
務
所

と
し
、
各
施
設
の
今
後
の
方

向
性
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
検

討
し
て
い
く
。
ま
た
、
ワ
イ

ワ
イ
プ
ラ
ザ
垂
井
へ
は
、
設

置
す
る
予
定
が
当
時
か
ら
な

か
っ
た
た
め
、
厳
し
い
と
考

え
る
。

る
と
と
も
に
、
近
隣
自
治
体

の
状
況
や
財
政
的
な
視
点
も

加
え
て
決
定
し
て
い
る
。

問　
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
・
共
通
化
の
導
入
時
期
や

計
画
は
。
ま
た
、
予
算
化
や

予
算
計
画
は
。

総
務
課
長　
令
和
５
年
９
月

議
会
定
例
会
の
補
正
予
算
で
、

戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
移
行
業
務
に
関
す
る
経
費

を
認
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

令
和
６
年
度
か
ら
そ
の
他
の

業
務
に
つ
い
て
も
進
め
、
令

和
７
年
度
末
ま
で
に
全
て
の

対
象
業
務
の
標
準
化
・
共
通

化
に
関
す
る
対
応
を
完
了
し
、

運
用
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問　
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
・
共
通
化
を
進
め
る
中
、

10
期
徴
収
は
引
き
続
き
導
入

さ
れ
る
の
か
。

税
務
課
長　
最
終
的
な
機
能
、

仕
様
や
業
務
プ
ロ
セ
ス
評
価

を
行
っ
た
上
で
、
問
題
・
課

題
点
を
整
理
し
判
断
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
現
段
階
で
は
未
確

定
で
あ
る
。
住
民
と
行
政
に

と
っ
て
最
も
適
切
な
納
税
環

境
と
な
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

問　
条
例
化
の
時
期
は
。
運

用
開
始
は
。

企
画
調
整
課
長　
２
月
15
日

か
ら
３
月
14
日
ま
で
の
間
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
た
。
今
後
、
条
例
内
容

を
確
定
し
、
早
け
れ
ば
６
月

議
会
で
議
案
を
提
出
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問　
ど
の
よ
う
な
業
務
の
オ

ン
ラ
イ
ン
化
を
予
定
、
想
定

し
て
い
る
か
。

企
画
調
整
課
長　
令
和
６
年

度
に
は
公
共
施
設
予
約
管
理

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
予
定
し

て
お
り
、
令
和
７
年
１
月
の

運
用
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

今
後
、
各
課
等
で
所
管
す
る

条
例
や
規
則
に
基
づ
く
手
続

等
に
つ
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
化

の
検
討
を
進
め
、
順
次
拡
大

し
て
い
く
。

問 垂井町ＤＸ推進計画について

答 今年度策定を進めており、
ホームページ等で公開する

問
垂
井
町
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
条
例
に

つ
い
て

住
民
の
利
便
性
の
向
上
、
行
政
運
営
の

簡
素
化
、
効
率
化
を
図
る

答

問
会
計
年
度
任
用
職
員
の
時
給
に
つ
い
て

人
事
院
勧
告
に
準
じ
て

人
件
費
の
適
切
な
見
直
し
に
努
め
る

答

渡辺 保彦議員

YouTubeは
こちらから

問 町まちづくりセンターに対する
認識と配置について

答 誰もが気軽に立ち寄り相談できる
体制と移転先について検討する

鈴木 準二議員

YouTubeは
こちらから

▲キャッシュレス決済
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問　
子
育
て
支
援
が
全
て
の

世
代
に
と
っ
て
有
効
な
施
策

で
あ
る
こ
と
を
、
ビ
ジ
ョ
ン

を
示
し
、
丁
寧
に
説
明
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

町
長　
人
口
減
少
を
抑
制
す

る
た
め
に
は
、
子
育
て
支
援

施
策
の
推
進
と
い
う
重
点
戦

略
に
取
り
組
む
こ
と
が
垂
井

町
の
目
指
す
将
来
像
に
つ
な

が
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
視

点
か
ら
全
て
の
世
代
に
向
け

て
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取

り
組
み
、
よ
り
一
層
子
育
て

支
援
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問　
町
の
知
名
度
を
上
げ
、

充
実
し
た
子
育
て
支
援
を
町

内
外
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

暮
ら
し
や
す
さ
を
前
面
に
打

ち
出
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

に
努
め
て
い
く
。

問　
町
独
自
の
地
域
サ
ー
ビ

ス
が
あ
る
と
、
奥
行
き
が
広

が
る
の
で
は
。

町
長　
こ
れ
ま
で
小
・
中
学

校
を
主
体
に
し
た
事
業
に
つ

い
て
は
、
施
設
使
用
料
等
を

免
除
す
る
な
ど
、
手
厚
い
取

扱
い
を
し
て
い
る
。

問　
子
育
て
世
代
の
方
々
の

意
見
を
取
り
入
れ
る
た
め
、

気
楽
に
話
せ
る
よ
う
な
場
が

あ
る
と
よ
い
と
考
え
る
が
。

町
長　
町
内
の
公
立
、
私
立

の
こ
ど
も
園
に
通
う
保
護
者

に
関
わ
ら
ず
、
中
学
生
や
二

十
歳
を
祝
う
会
の
メ
ン
バ
ー

な
ど
と
毎
年
意
見
交
換
を
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
あ
ら

ゆ
る
機
会
で
関
わ
れ
る
会
合

が
あ
れ
ば
、
少
し
で
も
顔
を

出
し
て
お
話
し
で
き
る
場
を

設
け
て
い
き
た
い
。

を
立
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長　
非
常
に
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
先
進
事
例

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
な
が

ら
、
現
在
行
っ
て
い
る
移
住

者
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
、
配
布
や
移
住
相
談
、

移
住
定
住
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
に
加
え
、
よ

り
一
層
子
育
て
の
し
や
す
さ
、

問　
職
員
に
入
団
を
呼
び
か

け
て
は
。
ま
た
、
多
様
な
人

材
確
保
策
の
考
え
は
。

企
画
調
整
課
長　
垂
井
町
行

財
政
改
革
大
綱
第
６
次
実
施

計
画
で
消
防
団
組
織
の
見
直

し
を
取
組
項
目
に
掲
げ
て
お

り
、
令
和
６
年
度
に
は
、
そ

の
検
討
体
制
を
構
築
し
、
消

防
団
の
あ
り
方
の
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
役
場
職
員

や
女
性
、
消
防
職
員
Ｏ
Ｂ
、

消
防
団
Ｏ
Ｂ
、
学
生
な
ど
多

様
な
人
材
確
保
策
に
つ
い
て
、

各
団
員
の
得
意
分
野
を
生
か

せ
る
機
能
別
消
防
団
員
の
創

設
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
効

性
は
。
ま
た
、
予
防
効
果
と

副
作
用
は
。

健
康
福
祉
課
長　
発
症
率
を

低
減
さ
せ
、
重
症
化
を
予
防

で
き
る
こ
と
か
ら
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
有
効
性
が
あ
り
、

一
定
の
効
果
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
副
反
応
に
つ
い

て
は
、
接
種
後
に
注
射
部
位

の
痛
み
や
腫
れ
の
ほ
か
、
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
が
起
こ
る

場
合
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

助
成
の
考
え
は
。

健
康
福
祉
課
長　
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
は
任
意
接
種
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
任
意

接
種
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
予

防
接
種
は
複
数
あ
り
、
そ
の

中
の
ど
の
予
防
接
種
を
助
成

対
象
と
す
る
の
か
難
し
い
問

題
で
あ
り
、
国
の
専
門
委
員

会
の
動
向
に
注
視
し
な
が
ら

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

問 役場職員の消防団への入団に
ついて

答 消防団のあり方の検討を進め、
地域防災力の充実強化を図る

乾　　豊議員

YouTubeは
こちらから

問
垂
井
町
の
充
実
し
た
子
育
て
支
援
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
つ
い
て

選
ば
れ
る
町
、
選
ば
れ
続
け
る
町
に

な
る
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
る

答

問
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

助
成
に
つ
い
て

国
の
専
門
委
員
会
の
動
向
に

注
視
し
な
が
ら
引
き
続
き
検
討
す
る

答

江上 裕子議員

YouTubeは
こちらから

▲二十歳と町長が語る会
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問　
町
施
設
の
屋
外
設
置
状

況
は
。
24
時
間
使
用
可
能
な

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
状
況
は
。

消
防
主
任　
各
小
・
中
学
校

や
各
地
区
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
な
ど
35
施
設
に
37
台
を

設
置
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、

屋
外
、
ま
た
は
24
時
間
使
用

可
能
な
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
13
施
設

に
14
台
を
設
置
し
て
い
る
。

問 

女
性
に
配
慮
し
、
操
作

す
る
人
が
た
め
ら
わ
ず
に
使

用
で
き
る
工
夫
を
す
べ
き
で

は
。

消
防
主
任　
女
性
等
に
配
慮

し
た
使
用
方
法
が
あ
る
こ
と

を
広
く
周
知
し
、
性
別
等
に

関
係
な
く
使
用
で
き
る
よ
う
、

さ
ら
に
使
用
に
対
す
る
心
理

的
抵
抗
感
を
軽
減
で
き
る
よ

う
な
対
策
を
検
討
し
、
早
急

に
整
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
町
か
ら
送
付
さ
れ
る
公

的
な
通
知
に
つ
い
て
は
、
音

声
コ
ー
ド
の
普
及
を
早
急
に

進
め
る
べ
き
で
は
。

健
康
福
祉
課
長　
伝
え
た
い

内
容
ご
と
に
音
声
コ
ー
ド
を

作
成
し
、
そ
の
コ
ー
ド
を
そ

れ
ぞ
れ
の
文
書
に
印
字
す
る

作
業
が
必
要
で
あ
る
こ
と
や
、

音
声
コ
ー
ド
に
は
細
か
な

ル
ー
ル
が
あ
り
、
職
員
で
は

簡
単
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で

き
ず
、
委
託
が
必
要
で
あ
る

た
め
、
現
時
点
で
は
個
人
宛

て
の
文
書
に
音
声
コ
ー
ド
を

印
字
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

し
か
し
、
視
覚
障
が
い
者
へ

の
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
有

益
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、

ま
ず
は
県
の
活
用
事
例
を
参

考
に
し
な
が
ら
調
査
研
究
を

し
て
い
く
。

●
学
校
施
設
の
老
朽
化
対
策

・
防
災
機
能
強
化
の
促
進
に

つ
い
て

問　
国
の
財
政
支
援
に
は
、

文
部
科
学
省
の
「
学
校
施
設

環
境
改
善
交
付
金
」
や
総
務

省
の
「
緊
急
防
災
・
減
災
事

業
債
」
が
あ
り
、
令
和
７
年

度
ま
で
の
時
限
措
置
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
制
度
を
活
用
し

て
、
児
童
・
生
徒
の
熱
中
症

対
策
や
避
難
所
の
環
境
改
善

の
た
め
、
早
急
に
整
備
を
進

め
る
べ
き
で
は
。

企
画
調
整
課
長　
避
難
生
活

が
長
期
と
な
る
場
合
の
環
境

改
善
対
策
が
重
要
で
あ
り
、

熱
中
症
対
策
と
し
て
、
国
の

制
度
を
有
効
に
活
用
し
た
ス

ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
な
ど
の
空

調
設
備
の
設
置
に
努
め
、
避

難
所
の
充
実
強
化
を
図
る
。

教
育
次
長　
空
調
設
備
の
設

置
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い

る
が
、
設
置
後
の
電
気
代
な

ど
維
持
管
理
費
が
増
大
す
る

な
ど
の
課
題
が
あ
る
た
め
、

引
き
続
き
学
校
施
設
全
体
の

整
備
計
画
の
中
で
の
課
題
の

ひ
と
つ
と
し
て
捉
え
て
い
く
。

ま
た
、
企
画
調
整
課
と
情
報

共
有
し
、
連
携
し
な
が
ら
検

証
を
行
う
と
と
も
に
、
事
業

効
果
や
必
要
と
な
る
費
用
の

算
定
を
行
う
な
ど
、
調
査
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
就
学
援
助
を
申
請
す
る

際
に
、
民
生
委
員
の
所
見
と

印
鑑
が
必
要
で
あ
る
が
、
削

除
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
次
長　
申
請
時
の
負
担

軽
減
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

の
た
め
、
保
護
者
が
直
接
民

生
委
員
を
訪
ね
、
所
見
や
印

鑑
を
い
た
だ
く
こ
と
は
求
め

て
い
な
い
。
現
行
の
手
続
の

中
で
保
護
者
か
ら
不
安
を
持

た
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

引
き
続
き
検
証
し
な
が
ら
行

う
。

問 

民
生
委
員
の
所
見
と
印

鑑
が
必
要
な
理
由
は
。

教
育
次
長　
民
生
委
員
の
方

に
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、
情

報
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
見

守
り
が
で
き
る
と
い
う
意
見

を
い
た
だ
い
た
。
現
行
の
制

度
を
維
持
し
て
い
く
考
え
だ

が
、
申
請
者
か
ら
心
配
の
声

が
聞
か
れ
る
場
合
は
、
方
向

性
を
再
度
検
証
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

問
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
促
進
に
つ
い
て

心
理
的
抵
抗
感
を
軽
減
で
き
る

よ
う
な
対
策
を
検
討
す
る

答

問
申
請
し
や
す
い
就
学
援
助
制
度
を
！

保
護
者
が
不
安
を
持
た
れ
な
い
よ
う
、

検
証
し
な
が
ら
進
め
て
い
く

答

中村ひとみ議員

YouTubeは
こちらから

問 視覚障がい者のための
「音声コード」の利用促進

答 県の活用事例を参考にし、
調査研究する

問 能登半島地震を踏まえ、
体育館に空調設置を！

答 学校施設に係る全体の整備計画
の課題のひとつとして捉える

小宅　宏議員

YouTubeは
こちらから

▲音声コード使用例
出典：内閣府ホームページ
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問　
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
た
先
に

あ
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
、
ど
の
よ
う

な
方
向
性
を
持
っ
て
進
め
て

い
く
の
か
。

企
画
調
整
課
長　
分
野
横
断

的
に
様
々
な
デ
ー
タ
を
取
得

・
利
活
用
す
る
こ
と
に
よ
る

総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
、
産
官
学
、
町
民
が
関
わ

る
こ
と
に
よ
る
新
た
な
枠
組

み
に
よ
る
課
題
解
決
が
期
待

で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
、
垂

井
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
掲
げ

る
施
策
を
着
実
に
推
進
す
る

こ
と
が
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
取
組
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

問 

都
市
計
画
の
観
点
か
ら

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
、
現
状
に
即
し

て
進
め
る
べ
き
か
。

都
市
計
画
課
長　
本
町
は
、

庁
舎
や
垂
井
駅
を
中
心
に
市

街
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と

と
も
に
、
７
つ
の
地
域
が
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
結

ば
れ
て
お
り
、
現
在
、
国
が

推
し
進
め
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
よ

り
一
層
推
進
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
持
続
的
な
都
市
の

形
成
を
目
指
し
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
高
度
化

版
で
あ
る
立
地
適
正
化
計
画

の
策
定
を
検
討
し
、
商
業
や

公
共
施
設
な
ど
の
都
市
機
能

を
集
約
す
る
な
ど
、
都
市
再

生
に
よ
る
好
循
環
を
実
現
し

て
い
く
。

問 

町
長
の
描
く
垂
井
町
の

未
来
は
何
か
。

町
長　
第
６
次
総
合
計
画
等

で
掲
げ
る
「
ひ
と
と
ま
ち
が

輝
く
地
域
共
創
都
市
〜
さ
ら

な
る
や
さ
し
さ
と
活
気
を
求

め
て
〜
」
が
本
町
の
未
来
像

で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

や
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
取

組
は
、
様
々
な
分
野
の
政
策

と
一
体
と
な
っ
て
初
め
て
目

指
す
べ
き
将
来
像
が
実
現
さ

れ
る
と
考
え
る
。
今
後
も
人

口
減
少
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
の
分
野
別
の
横
断
的
な

施
策
を
着
実
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
人
口
減
少
に
適
応

し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
。

問　
町
商
工
会
青
年
部
が
主

催
し
た
「
垂
井
ｄ
ｅ
あ
い
」

の
実
績
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
る
か
。

企
画
調
整
課
長　
参
加
者
の

半
分
で
あ
る
４
組
の
カ
ッ
プ

ル
が
誕
生
し
、
大
き
な
成
果

が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

令
和
６
年
度
も
、
商
工
会
と

共
催
し
て
事
業
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。

問 

住
民
主
体
で
開
催
さ
れ

る
同
窓
会
を
支
援
す
る
た
め

の
補
助
金
を
考
え
て
は
。

企
画
調
整
課
長　
出
会
い
や

結
婚
の
き
っ
か
け
づ
く
り
の

施
策
と
し
て
今
後
検
討
し
て

い
く
。

問　
現
在
の
在
庫
数
と
そ
の

取
扱
い
は
。
今
後
の
対
応
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

生
涯
学
習
課
長　
現
在
の
在

庫
数
は
、
通
史
編
が
１
，
６

４
３
冊
、
史
料
編
が
１
，
６

６
２
冊
で
あ
る
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
、
企
画
展
な

ど
で
積
極
的
に
購
入
を
働
き

か
け
て
き
た
が
、
近
年
は
、

年
間
を
通
し
て
数
冊
の
販
売

と
若
干
数
の
寄
贈
と
な
っ
て

い
る
。
全
て
の
在
庫
を
販
売

す
る
こ
と
は
難
し
く
、
一
部

の
在
庫
に
劣
化
が
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
は
十
分
検
討
し
て
い

く
。

問 

改
訂
版
等
の
検
討
は
あ

る
か
。
ど
の
よ
う
に
後
世
に

引
き
継
い
で
い
く
か
。

生
涯
学
習
課
長　
新
た
な
発

見
も
加
え
、
一
定
の
成
果
が

ま
と
ま
っ
た
段
階
で
町
史
の

刊
行
を
検
討
し
て
い
く
。
歴

史
文
化
等
継
承
事
業
や
学
芸

員
に
よ
る
歴
史
講
座
な
ど
で

後
世
へ
と
引
き
継
い
で
い
け

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
小
・
中
学
校
と
の
連

携
を
図
り
、
タ
ル
イ
ピ
ア
セ

ン
タ
ー
の
史
料
や
実
物
に
触

れ
る
な
ど
の
体
験
を
通
し
、

垂
井
町
の
歴
史
や
文
化
の
す

ば
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
く
。

問 垂井町史について

答 在庫状況や新たな発見・成果を
踏まえ検討していく

問
少
子
化
対
策
と
し
て
の
同
窓
会
の

開
催
支
援
に
つ
い
て

出
会
い
や
結
婚
の
き
っ
か
け
づ
く
り

の
施
策
と
し
て
検
討
す
る

答

藤墳　理議員

YouTubeは
こちらから

問 スマートシティ・コンパクトシティ
について

答 人口減少に適応した
持続可能なまちづくりに取り組む

水野 忠宗議員

YouTubeは
こちらから
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審議議案と議員の賛否

問　
日
本
型
学
校
教
育
の
良

さ
と
は
。

教
育
長　
町
内
の
各
学
校
で

行
っ
て
い
る
児
童
・
生
徒
の

日
常
の
教
育
活
動
、
教
員
の

努
力
そ
の
も
の
が
日
本
型
学

校
教
育
の
良
さ
だ
と
捉
え
て

い
る
。

問 

令
和
の
日
本
型
学
校
教

育
と
は
何
か
。

教
育
長　
日
本
型
学
校
教
育

の
良
さ
、強
み
を
自
覚
し
、継

続
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
前

提
で
あ
り
、
そ
の
上
に
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
整
備

さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
活
用

し
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に

応
じ
る
個
別
最
適
な
学
び
と

子
ど
も
同
士
の
関
わ
り
、
さ

ら
に
地
域
を
は
じ
め
様
々
な

人
と
の
関
わ
り
の
中
で
学
ぶ

協
働
的
な
学
び
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

問　
授
業
の
改
善
例
は
。

教
育
長　
例
え
ば
、
英
語
の

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
で
は
、
英

語
の
読
み
を
確
認
し
た
い
と

き
に
は
、
本
文
中
の
必
要
な

箇
所
を
指
定
す
れ
ば
、
音
声

で
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
読
み
上
げ
る
速
度
を

調
節
す
る
機
能
が
あ
り
、

ゆ
っ
く
り
聞
き
た
い
場
合
に

は
ゆ
っ
く
り
聞
く
こ
と
も
で

き
る
。
ま
た
、
繰
り
返
し
聞

く
こ
と
も
で
き
る
た
め
、
本

文
を
読
む
練
習
の
と
き
に
一

人
ひ
と
り
が
自
分
に
合
っ
た

速
さ
で
確
認
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
ほ
か
、
マ
ス

ク
機
能
と
い
う
、
重
要
な
語

句
や
単
語
の
一
部
を
隠
す
機

能
も
あ
る
た
め
、
自
分
の
学

習
に
役
立
て
た
り
、
指
定
し

た
範
囲
の
日
本
語
訳
を
確
認

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

な
ど
、
先
生
の
手
助
け
を
待

つ
の
で
は
な
く
、
生
徒
は
、

自
分
の
課
題
を
持
っ
て
一
人

で
学
習
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
。

問 

現
在
ま
で
に
分
か
っ
て

い
る
課
題
と
成
果
は
。

教
育
長　
課
題
は
、
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
っ
て
学
習
し
続
け
る
と
き

の
目
の
健
康
へ
の
配
慮
が
必

要
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
ど

の
機
能
を
使
う
と
子
ど
も
た

ち
の
学
習
に
よ
り
有
効
に
使

え
る
か
な
ど
教
師
側
の
研
究

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
。

成
果
は
、
ノ
ー
ト
に
書
く
活

動
ば
か
り
で
は
な
く
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
っ
て
書
き
ま
と

め
る
活
動
が
あ
る
こ
と
に
よ

り
、
両
方
の
活
動
が
よ
り
意

欲
的
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
と
、
子
ど
も

が
自
分
の
学
習
の
方
法
を
選

択
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
一

人
ひ
と
り
に
応
じ
る
学
習
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
今
、

求
め
ら
れ
て
い
る
思
考
力
、

判
断
力
、
表
現
力
な
ど
の
能

力
を
育
て
て
い
く
た
め
に
は
、

極
め
て
有
効
で
あ
る
と
捉
え

て
い
る
。

３月定例会

問
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
と
従
来
の
紙
の

教
科
書
と
の
あ
り
方
に
つ
い
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
活
用
し
、
令
和
の

日
本
型
学
校
教
育
の
推
進
に
取
り
組
む

答

富田 栄次議員

YouTubeは
こちらから

14たるい議会だより2024.５

一般質問



15 たるい議会だより 2024.５

３月定例会 議決結果



６月定例会の予定

　３月27日、ワイワイプラザ垂井落成記念式典が開
催されました。
　垂井町初の複合施設であり、今後、多くのみなさ
んが気軽に利用することができ、新たな賑わい創出
の拠点として広く活用されることが期待されます。

　12月定例会において設置された議会改革特別委員
会の活動が本格的にスタートしました。
　議会だよりについても、少しでも分かりやすく、
親しみやすいものを目指して、編集に力を入れてい
きたいと思います。ご意見等がありましたら、お知
らせください。　　　　　　　　　広報研究会一同

　２月20日、不破郡町村議会議長会視察研修会を
開催し、岐阜県庁や議会棟を視察しました。垂井と
関ケ原の両町の議員は、県職員から施設のポイント
である県産材のヒノキや美濃和紙、タイルを使用し
た内装や外壁などについて説明を受けました。

２月

15日（木）　　議会改革特別委員会

18日（日）　　町音楽祭～合唱・邦楽の部～（議長）

20日（火）　　不破郡町村議会議長会視察研修会

23日（金・祝） 藤墳守氏旭日小綬章受章祝賀会

26日（月）　　第３回西南濃町村議会議長会（議長）

　　　　　　第２回不破郡町村議会議長会（議長）

27日（火）　　議会運営委員会

３月

２日（土）
　　生き生きライフ推進大会（議長）

　　　　　　（兼 各学級・講座合同閉講式）

５日（火）　　第１回定例会第１日

　　　　　　全員協議会

６日（水）　　総務産業建設委員会

７日（木）　　町立中学校卒業証書授与式

８日（金）　　文教厚生委員会

　　　　　　議会改革特別委員会

11日（月）　　予算審査特別委員会

12日（火）　　予算審査特別委員会

13日（水）　　予算審査特別委員会

17日（日）　　町少年少女合唱団定期演奏会（議長）

19日（火）　　第１回定例会第２日

21日（木）　　全員協議会

　　　　　　予算審査特別委員会

　　　　　　議会改革特別委員会

22日（金）　　第１回定例会第３日

　　　　　　藤墳守氏垂井町名誉町民顕彰式

25日（月）　　町立小学校卒業証書授与式

26日（火）　　県町村議会議長会　第４回評議員会（議長）

　　　　　　町立こども園卒園式

　　　　　　退職並びに町外転出教職員送別会（議長）

27日（水）　　ワイワイプラザ垂井落成記念式典

４月

１日（月）　　転入及び新規採用教職員歓迎会（議長）

５日（金）　　町交通安全対策協議会（議長）

７日（日）　　町消防入退団式

13日（土）　　令和６年度自治会長会議（議長）

６月５日（水）　議案の提案説明など
　　12日（水）　一般質問
　　14日（金）　議案の審議・議決

不破郡町村議会議長会視察研修会

ワイワイプラザ垂井落成記念式

編集後記

議会・議長 活動日誌
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